
 

Ⅹ・２０００年度環境方針 

循環型社会構築への寄与 

 

項　目 ２０００年度目標 

地球温暖化防止 
（省エネルギー） 

エネルギー原単位１９９０年比９５.０％（国内主要工場） 
 ●アルミ溶解炉の改善（高性能バーナーの導入） 
●鋳造調質炉冷却ファンの削減 

●サーボモータ射出成形機導入 

●新工場の省エネ対応（照明、空調、断熱屋根・壁） 

●昼光センサー等による照明節電 

 

ゼロ・エミッション 
（廃棄物削減） 

廃棄物原単位１９９０年比５０％（国内主要工場） 
●企業間連携によるリサイクル体制推進 

●PEフィルム、PPネット屑、ＡＴ材屑のリサイクル 

●生ゴミ、剪定屑のリサイクル 

●廃プラ再生装置の導入（PET） 

有害化学物質削減 
●国内主要工場ＰＲＴＲシステムの構築 

●シール剤含有鉛化合物  使用廃止 

①高耐久性、分離分解性、単一素材を考慮した商品開発 

②リサイクル性を考慮した製品アセスメントの実施 

 

資源循環型商品の社会への提供 

①地球温暖化対策（温室効果ガス削減、エネルギー原単位低減） 

②ゼロ・エミッションに向けてReduce,Reuse,Recycle（3R）と異業種間再資源化の促進 

③有害化学物質の使用削減 

継続的環境負荷低減経営の更なる徹底 

　世界の全生産拠点、販売系・サービス系・オフィス系・開発系の全事業拠点で 

ISO14001の認証取得推進 

グローバリゼーションへの対応 

環境情報公開の推進 
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